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1.全日本併設セレについて 

遠藤 セレを併設するかしないかについては次回の総会で決めるとして、今回はロン

グセレを全日本大会に併設した場合にどうするかを話し合いたい。 

併設した場合の案としては、 

・全日本大会で全通過者を決定し、関西インカレは開かない 

・全日本大会で全通過者を決定するが、関西インカレは別に開く 

・全日本大会と関西インカレで分割して通過者を決定する 

山本 関西インカレを開くとしたらロングセレと全日本大会の 2 本で決めるのでな

ければ、関西インカレに人が集まらないのではないだろうか。 

松永 ロングセレは、新歓が終わった後、最初になるべくみんな来てほしい大会とし

て重要である。椛の湖が遠隔地であることを考えると、(セレに含めるかは別

として)関西インカレを開かないというのはないと考えている。 



山本 関西インカレがあれば万一全日本大会においてセレとして不適当と思われる

事象が発生したとしても対応できるだろう。 

遠藤 ひとまず(推薦枠を除く)全枠を全日本大会で決める(=全枠併設)のか、全日本

大会と関西インカレの 2本で決める(=2レース制)のか考えたい。 

【全枠併設】 

(メリット) 

シンプルである。 

(デメリット) 

地理的に参加のハードルが高い。(関西インカレを別に開かなかった場合)新歓

としてどうなのか。 

【2レース制】 

(メリット) 

非常時のバックアップにもなる。関西インカレにおいて新人クラスができる。

全日本の方で(セレクラスではなく)普通に出るという選択肢ができる。 

(デメリット) 

規約やガイドラインが必要となる。 

 

こうして見ると、2 レース制は負担が大きくなるものの、より多くの意見を取

り入れた形になっていると考えられる。 

2 レース制でやるのであればどのように決めるのが良いか。2レースそれぞれ

の上位から通過者を決める(=枠分割)か、2 レース両方の結果を見て上位から

通過者を決める(=ポイント制)の 2 通りがある。 

今松 枠分割で決めたとする。もし全日本大会にセレを併設しないなら 7 割近くが

全日本大会に行かないというアンケート結果をふまえると、全日本大会と関西

インカレで半々ぐらいにしないと全日本大会に人が来ないと思われる。 

松永 ポイント制にすると、片方の大会で DISQ になってしまった場合どうするか

などが難しい。また、両方の大会への参加が前提となっているため厳しいので

はないか。 

田中創 ポイント制なら、トップ比タイムにより考えるのはどうか。それぞれの大会の

トップ比タイムを算出し短い方から通過させていけば、片方しか行けない人や

片方が DISQ だった人などを救済できるのではないか。 

山本 2 つのレースで参加者層が異なる可能性があることを考えるとそれは難しい

のではないだろうか。 

遠藤 トップ比タイムで考えると運用が煩雑になることが予想されるうえ、特定個人

の参加有無の影響が大きくなってしまい、変な駆け引きを生む可能性がある。

やはり順位ベースで考えるべきだろう。 



松永 全日本大会にも参加することを求めるなら全枠併設にすればよい。また、1発

の結果を重視するなら枠分割にすればよいということになる。結局運用が非常

に煩雑になるポイント制はいるのだろうか。 

遠藤 確かにそうである。ポイント制は実施しないことに関して異論はないか。 

 異論は出ず。 

遠藤 では、2レース制を行う場合枠分割を行うということにする。 

女子クラスにおいて問題はないだろうか。 

田中優 女子は男子と比べて枠が少ないため、そもそも枠分割できるかという問題が起

こらないか。 

遠藤 女子の枠は最も少なくて 1 枠となる。1 枠の場合現在の規約上推薦のみという

ことになる。2枠の場合は推薦枠以外の 1 枠をどちらに割り振るかということ

になってしまう。これは男子でも枠が偶数の場合起こりえる問題であり、議論

が必要である。3 枠の場合は推薦を除く 2 枠をそれぞれのレースから 1 枠ずつ

選ぶことになるだろう。 

山本 そもそも 2 レース制はピークを 2 つ持ってくることになるのがあまり良くな

いのではないだろうか。 

松永 全枠併設で別に関西インカレを開くとするなら、それがロングである必要はな

いのではないだろうか。ミドルなのであればテレインの制約も少なく、もう少

し人が集まるのではないだろうか。また、時期的に関西インカレが全日本大会

の後になり推薦に使えないため、推薦という点での問題は無さそうである。 

遠藤 今この場で全枠併設とするか 2 レース制とするかは難しいと思われる。その

ため、A.全枠併設 B.2 レース制 C.併設しない とし、各校第 3 希望まで決め

てもらい、次の総会で話し合って方針を決めたい。判断材料として、これまで

の議論を踏まえた補足説明を加えた資料を作成する。 

 

 

2.新規ロングテレイン報告 

田中創 前回新規ロングテレインで最初に下見を行いたいとしていた山城の里につい

て、たけのこ林が広がっていて使えなそうなことが判明した。引き続き別のテ

レインが無いかを考えていきたい。 

 

3.日本学連幹事会報告 

遠藤 9 月 30 日に日本学連幹事会が行われたので、そのうち関西学連に関係する部

分を共有する。 



・今年度から全国で共通の新歓フライヤーが導入されたが、来年度はデザイ

ンの段階から各校で募集がある。その要項は関西学連メーリスに流してい

るので共有してほしい。 

・新歓についての情報を全国で共有したいという話になった。そのため各校

で新歓における問題点や悩みがあれば各校で集約し、次の総会で報告して

ほしい。 

・事務局長向けの話だが、学連加盟登録から今年からデータベース化された

ことを受け規約が改正される可能性がある。 

・インカレリレーの特例措置について、今年度は運用がガイドラインにより

明文化され、インカレのエントリーが(男女別で)3 名以上いた時点でその

大学への適用は不可となった。また、大学混成チームに対しての表彰は行

われないことになった。 

・日光では過去の会場への泥持ち込みにより使用可能な会場が 1 か所とな

ってしまった。その会場も使用不可となってしまうと今後日光でインカレ

を開くのが困難になってしまう。今年度のインカレミドル・リレーでは会

場に泥を絶対に持ち込まないように気を付けてほしい。 

 

 

4.セレクションとして不適切な事象が発生した場合について 

遠藤 セレにおいて、今年度スプリントセレのようにセレとして不適切な事象が生じ

た場合にどうするかを事前に決めておきたい。来年度からは実施基準に盛り込

みたいと考えている。まずは、次のミドルセレの運営者側に何か代替案が無い

かどうか打診してみる。 

 

 

5.来年度幹事会人員配置について 

遠藤 神大が加盟校になったので、神大生に学連幹事のうちどれかの役職についても

らうことになる。現在は、 

・幹事長、事務局長、副幹事長、競技部長、普及部長→京大と阪大で回す 

・広報部長、会計部長→奈良女で回す 

・渉外部長→京女で回す 

ということになっている。引き継ぎや回せる人員を考えると、幹事長・事務局

長・副幹事長・会計部長・渉外部長は現在のままで良さそうである。残りは競

技部長・普及部長・広報部長である。これらについては毎年どこの大学がやる



と決める必要は無さそうだが、広報部長を神大にするのが一番シンプルで良さ

そうである。引き継ぎについては問題なさそうか。 

布施谷 特に問題ないと思われる。 

遠藤 それでは来年度は広報部長を神大にやってもらうことにする。 

 

 

6.各部局より 

布施谷 freedom のデータ版は間もなく完成しそうである。紙版についてはインカレの

ときに配布する予定である。 

羽鳥 奥鹿野の渉外については前回の総会の時点から進展がない。 

遠藤 次回の総会は 12 月 17 日(日)のミドルセレの後とする。それまでにセレの全

日本併設について決めてきてほしい。これについては大学の方針が決まり次第

総会 LINE 等で報告してほしい。もし全枠併設以外になりそうであれば例年通

りロングセレテレインと日程を第 1希望から第 3希望まで決めてきてほしい。 

また、間もなくウエスタンカップリレーの運営者を追加募集する。 

 


